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項番 質問内容 回答

1 　「文字拡大、音声読み上げ、レイアウト可変などのアク
セシビリティ機能に対応したコンテンツ」にオーディオ
ブックは含まれるでしょうか。また、ご提案冊数のうち、
オーディオブックが占める割合の目安はございますか。
＜仕様書　５（１）④＞

　「オーディオブック」は含まれますが、
割合の目安は設けておりません。

2 　「レイアウト可変機能」とは具体的にどのような機能を
指しますでしょうか。EPUBリフロー形式のコンテンツで可
能となる、画面サイズに合わせたテキストサイズの自動調
整機能のことでよろしいでしょうか。
＜仕様書　５（１）⑥＞

　お見込みのとおりです。

3 　「適正な経費内訳の提示がされていること。」とは、様
式第4号別紙の見積積算内訳が適切に記述されていることを
示すという理解でよろしいでしょうか。
＜仕様書　５（３）⑤＞

　お見込みのとおりです。

4 　「見積額が低額か」とありますが、契約限度額の630万円
に近い金額で多くの冊数をご提示するよりも、700冊で低額
の金額をご提示するほうが評価は高いという理解でよろし
いでしょうか（例えば、630万円で900冊よりも、500万円で
700冊のほうが評価は高くなりますでしょうか）。
＜評価項目一覧　「５　価格」＞

　評価項目「５　価格」の評価としては、
お見込みのとおりです。
　ただし、評価項目「２　コンテンツ」で
は、コンテンツの質や数などを評価の観点
としているため、他の項目の評価に影響す
る可能性があります。

5 　書面で提出する提案書一式を、チューブファイル等に綴
じた上で提出してもよろしいでしょうか。

　問題ありません。

6 　参加に必要な入札参加資格者名簿の営業種目は大分類の
みで、小分類の内容は問わないという理解でよろしいで
しょうか？
＜公告　２（４）＞

　お見込みのとおりです。

7 　利用者の範囲について、基本的に全県民が対象と理解し
ていますが、特別な使い方（例えば、学校利用として高校
や中学など学校単位で利用者IDを付与し、利用の管理を学
校に委ねるなど）は想定されていますでしょうか？
されている場合は、どのような利用形態になるかをご教示
ください。
＜仕様書　２＞

　現時点では個人の利用のみを想定してい
ます。将来的には学校単位での利用も想定
していますが、利用形態や提供開始時期な
どの詳細は未定です。

8 　「アクセシビリティ機能を活用することで、視覚や読字
に障害のある方や加齢により紙の書籍が読みづらくなった
方などの読書機会を提供することを目的とする。」とは、
著作権の権利制限規定（第37条第3項）に関わらず、読書の
手助けとなる機能を有するという理解でよろしいでしょう
か？
＜仕様書　２＞

　お見込みのとおりです。
　著作権の権利制限規定（第37条第3項）の
対象者以外へもサービスの提供を考えてい
るため、著作権者から、読書の手助けとな
る機能を利用する許諾を得た電子書籍をご
提案ください。

令和８年度岡山県立図書館電子書籍利用業務に係る
仕様書等に対する質問・回答書



9 　対象となる電子書籍は、著作権者から、読書の手助けと
なる機能利用する許諾を得た電子書籍との理解でよろしい
でしょうか？
＜仕様書　２及び５（１）①＞

　お見込みのとおりです。

10 　コンテンツについて、「動画コンテンツ」や「オーディ
オブック」といったコンテンツも提案しても宜しいでしょ
うか？
＜仕様書　５（１）①＞

　問題ありません。

11 　コンテンツは、和書（国内書）のみが対象でしょうか？
洋書（外国書）は含めても宜しいでしょうか？
＜仕様書　５（１）①＞

　問題ありません。

12 　貴館用トップページは、標準のトップページに、貴館ロ
ゴ画像と貴館独自のおすすめ本コーナーを追加したページ
となりますが、ご了承いただけますでしょうか？
＜仕様書　５（２）①と⑧＞

　ご質問が提案内容に関することのため、
御社でご判断ください。

13 　図書館システムとの連携について、事前に弊社の仕様を
NECソリューションイノベータ(株)様に開示し、連携の可否
について確認をお願いすることが可能でしょうか？
＜仕様書　５（２）②＞

　可能です。

14 　図書館システムとの連携について、事前に連携仕様の確
認をお願いできなかった場合、弊社をご選定いただきます
とその後に連携仕様の擦り合わせを行うことになります
が、状況に応じて図書館システム側で改修（別途費用）が
必要になる可能性もございます。事前にご了承いただけま
すでしょうか？また、納期までのスケジュールに上記の擦
り合わせや検討の時間を確保いただくことが可能でしょう
か？
＜仕様書　５（２）②＞

　図書館システム側の改修費が発生する場
合は、当館で負担します。また、システム
改修の準備等で必要な時間の確保も可能で
す。

15 　図書館システムから弊社電子図書館(MeL)へのアクセス
は、下記の２つの認証方式で、認証させて頂きますが、宜
しいでしょうか？【仕様書５（２）－②】
・来館された利用者が、貴館図書館システムとして設定さ
れた固定のIPアドレスの機器からアクセス頂く方法(IPアド
レス認証)
・貴館に利用者登録をしている利用者が、予め決められた
貴館の利用者のみがアクセスできるページ(MyLibrary等)
ホームページからアクセス頂く方式(リファラ認証)
なお、おかやまWi-Fiを館内で利用されている場合は、IPア
ドレス認証ではなく、リファラ認証でご利用頂くことをご
了承下さい。
＜仕様書　５（２）②＞

　問題ありません。

16 　図書館様がご利用頂けるメニューには、集計・統計機能
はございませんが、弊社にて作成した統計情報のご提供は
可能です。
また、ご提供する利用統計は、「どのコンテンツを、い
つ、何回読まれたか」という一般的な利用統計となります
が、仕様を満たすことになりますでしょうか？
＜仕様書　５（２）⑦＞

　仕様を満たすこととします。


